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研究成果の概要（和文）：生体の恒常性維持における免疫応答の役割の解明と、免疫応答制御による疾患予防・
治療基盤の確立を目指し、自己由来免疫制御分子および独自に取得した免疫干渉低分子化合物の二つのアプロー
チにより研究を推進した。本研究において、炎症性疾患やがんの病態制御に関与する複数の自己由来分子を新規
に同定し、さらに、それらを標的とする低分子化合物が疾患病態を抑制することを明らかとした。本成果から、
疾患の予防・治療において、自己由来分子群を標的とした制御という新機軸の導入が期待される。

研究成果の概要（英文）：In this research project, we aimed at elucidating the role of the immune 
system in maintaining the body’s homeostasis to establish a basis for disease prevention and 
treatment by regulating harmful immune responses. We performed the research project by two 
approaches: One is to study the role of self-derived immune regulatory molecules in inflammation and
 cancer and, the other, search for the target(s) of a chemical compound K69, which we originally 
discovered as a suppressor of autoimmunity. From these approaches, we identified HMGB1 as the 
critical regulator of inflammatory diseases and cancer. We also identified U11 snRNA as the target 
of the K69 and a potent activator of the Toll-like receptor-7 (TLR7) pathway.  On the basis of these
 findings, we developed small RNAs that potently activate or inhibit TLR7. These results might 
introduce a new approach to the regulation of immune responses mediated by self-derived molecules in
 the prevention and treatment of diseases.

研究分野： 炎症・免疫制御学

キーワード： 免疫シグナル伝達　恒常性維持　自然免疫　炎症
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究により、自己由来分子に対して免疫系が如何なる仕組みで応答するのか、それが生体の恒常性維持機構及
びその変容や破綻においてどのような意義があるのか、といった基本的命題に新たな知見をもたらした。HMGB1
やU11snRNA、SP-Dなど、免疫、がんの病態制御に関与する自己分子を複数同定し、その機能を解明した。また、
それらの自己分子のいくつかに対して、低分子化合物やデコイオリゴ等を独自に取得し、それらが疾患病態を抑
制することも見出した。従って本研究の成果は、恒常性維持機構または破綻の分子レベルでの理解、及び、新規
治療標的分子の提示に貢献するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
免疫学は病原体に対する生体防御機構を基本テーマとして発展してきた。非自己に対する自然
免疫系が適応免疫系と密接に連携することが判明する一方、近年では自己由来の分子群によっ
ても自然免疫系が活性化されることが明らかになりつつあり、その調節機構が注目を集めてい
る。そして、免疫系の恒常性維持においては、末梢における免疫寛容の仕組みが獲得・維持され
なければならないことも広く知られている(Sakaguchi S et al, Cell, 133: 775-787, 2008)。
従って、自然、適応両免疫系においては、「内なる分子」つまり自己分子に向けられた反応が基
本である、とも捉えることができよう。さすれば、このような自己分子への過応答や調節の異常
が免疫系の変容・破綻をもたらし、疾患発症へと繋がることが予測され、この研究分野は国際的
にも新しい潮流を生みつつある(Rubartelli A, Lotze MT, Trends Immunol. 2007, 28: 429-
436)。ストレスを受けた細胞等が放出される自己分子は一般的にはDamage-associated 
molecular pattern molecules（DAMPs）と総称され注目されつつあるものの、その実体や機能に
ついてはほとんどが不明の状態である。 
 
２．研究の目的 
上述のような状況のもと、申請者らは自己由来分子が深く関与する自然免疫応答システムの存
在を示すいくつかの予備的知見を得るとともに、そのような機構を標的とすると考えられる低
分子化合物を独自に取得した。これらの予備知見やマテリアルを活用・発展させることによって、
自己由来分子に対する免疫制御機構をより体系的に理解し、それが関与する生体恒常性の維持
と破綻のメカニズムの解明を目指すことは、新規性・実現性の高いアプローチと考えられる。そ
こで本研究において、自己由来分子に対する免疫制御機構をより詳細かつ体系的に理解し、それ
が関与する生体恒常性の維持と破綻のメカニズムの解明を目指した（図１）。 
 本研究では便宜的に次の 4 項目を設定して研究プロジェクトを統合的に推進し、自己由来分
子による新たな免疫系の制御機構の解明を進めた。また、一連の研究成果を基盤として、関連疾
患に対する新たな予防・治療原理の確立を目指した。 
 
(1) 死細胞放出分子による炎症・免疫系の制御機構の解明 
(2) 自然免疫受容体による自己の生細胞認識とその生体恒常性維持及び破綻機構の解明 
(3) 腸管における外来性分子と内在性分子の相互作用による恒常性維持及び破綻機構の解明 
(4) 免疫系を調節する新規自己由来分子の同定とそのシグナル伝達経路と病態発症機構の解明 

図１ 研究構想の概略 本研究課題は免疫応答
を惹起する自己由来分子群を基軸とし、それに
対する免疫応答と生体恒常性維持及び変容・破
綻による病態発症について解析することを主目
的とした。既に応答のそれぞれの段階に関わる
分子に関する予備的知見を得ているだけでなく、
このような応答を制御し、薬効を示す新規化合
物を利用して新たな免疫調節因子を同定・解析
した。本研究は主に 4 つの項目に分類し、相互
に密接させ、研究を推進した。横断的な解析の
中から、新しい研究領域の開拓と医学への応用
基盤の確立を目指した。 
 
３．研究の方法 

 自己由来免疫制御因子による自然免疫系の制御機構の解明を主軸とし、生体恒常性維持及び
その変容・破綻による疾患発症機構について解析を進め、予防・治療法に向けた基盤の提供を目
指した。そのため、新たに同定した自己由来分子の解析とともに、独自に取得した低分子化合物
をプローブとして新たな制御分子の同定と機能解析をも推進した。研究は便宜的に 4 つの項目
に分類するが、相互に密接に関連していることから、個々の解析に加えて、横断的な視点から研
究を俯瞰することにより、包括的・統合的な研究を推進した。平成３０年度の研究進捗評価にお
いて、評価 A を頂いたが、“今後、各項目の研究をさらに発展させるとともに、当初研究計画に
あるように、各項目の相互の密接な連携による新たな研究展開を期待する。”との指摘を頂き、
相互連携を密にし、さらなる研究の発展を目指した。 
 
４．研究成果 
(1) 死細胞放出分子による炎症・免疫系の制御機構の解明 
まず、DAMPs の代表例の一つとして知られている High-mobility group box 1（HMGB1）分子につ
いて、HMGB1 コンディショナルノックアウトマウスを独自に作成し、HMGB1 の炎症、免疫病態に
おける役割について解析した。Cre-ERT2 マウスとの交配によりタモキシフェン投与依存的に一
過的に全身性 HMGB1 を欠失させたマウスに対し、エンドトキシン（LPS）誘導性ショックを行う
と、意外にも生存率に変化は見られなかった。しかし、肺などへの臓器に対する好中球の浸潤が
減弱しているという知見を得た。すなわち、HMGB1 が好中球の遊走を促す、という新たな可能性
が示された。近年、がん内部の微小環境（Tumor microenvironment; TME）において、骨髄球系



細胞が集積して免疫を抑制することによってがんの進展を促進するとの報告があり、そのメカ
ニズムが注目されている。上記の知見に基づいて、我々はがん細胞が放出する HMGB1 が、TME に
おいて好中球のがんへの集積を促進し、がんを増悪させるのではないかと考えた。これを検証す
るため、マウスメラノーマ細胞株に対し、CRISPR/Cas9系を利用してHMGB1を欠損した細胞（HMGB1 
KO 細胞）を作成した。マウス皮下増殖モ
デルにおいて、HMGB1 KO 細胞はコント
ロール細胞と比較し顕著な増殖遅延を
示し、かつ TME では CD11b+Ly6G+の好中
球の集積の顕著な減弱が見られた（図
2）。すなわち、がん細胞より放出された
HMGB1 が好中球の遊走を促し、がん内部
への集積を促進することで、がんの増
殖を促進することが示唆された。実際、
HMGB1 の機能を抑制するデコイ核酸で
ある ISM ODN（Yanai H et al, PNAS. 
108:1542-1547, 2011）が、がんの進行
および好中球のがんへの集積を抑制す
ることも明らかとなった。（未発表）。 
死細胞から放出される HMGB1 の機能解明を行う過程で、我々はさらに、死細胞から放出される

免疫抑制性の新規 DAMPs を同定した。我々はネクローシス細胞上清が、マクロファージからの炎
症性サイトカイン放出を強力に抑制することを見出した。この活性は脂質分画中に認められた
ため、これに対し質量分析を行い、新規 DAMPs がプロスタグランジン E2（PGE2）であることを
同定した。さらにこの PGE2 は臓器障害の際に壊死した細胞から放出され、過剰な炎症を抑制し
て臓器障害を減弱させることを見出した。またがん内部では定常的に細胞死が起こっているが、
このがん細胞より放出される PGE2 が抗腫瘍免疫応答を抑制し、がんの増殖を促進していること
を明らかにした（Hangai S et al, PNAS. 113:3844-3849, 2016）。興味深いことに、ネクローシ
ス細胞上清から PGE2 を除去すると、この上清による炎症性サイトカイン誘導が顕著に高まるこ
とが分かった。これは、PGE2 によって抑制される炎症性 DAMPs の存在を反映していると考えら
れる。この炎症性サイトカイン誘導の上昇を担う分子について候補分子の同定を進め、新規 DAMP
を同定した（未発表）。 
 
(2) 自然免疫受容体による自己の生細胞認識とその生体恒常性維持及び破綻機構の解明 
我々のこれまでの解析から、がん細胞の
認識と排除において、自然免疫受容体で
ある C型レクチン受容体（C-type lectin 
receptor; CLR）ファミリーが重要な役
割を担っている可能性が示されていた
（Chiba S. et al., eLife 3: e04177, 
2014）。CLRs によるがん細胞の認識と排
除機構をさらに解析するため、Dectin-1、
Dectin-2、Mincle、Mcl といった代表的な
CLR 遺伝子の欠損マウスに対し、がん細
胞株を皮下増殖、肺転移、肝転移など複
数のモデルにて解析した。興味深いこと
に Dectin-2 欠損マウスにおいては、肝臓
特異的にがん細胞の転移が亢進することが明らかとなった。肝臓において Dectin-2 の発現はほ
ぼ Kupffer 細胞においてのみ見られたことから、Kupffer 細胞が Dectin-2 による抗腫瘍応答を
担っているものと考えられた。実際に、クロドロン酸により Kupffer 細胞を除去すると Dectin-
2 欠損による肝転移の増加は見られなくなった。更に、解析したところ、Dectin-2 はがん細胞の
貪食に関与していることが明らかとなった（図 3）。興味深いことに Dectin-2 とヘテロ複合体を
形成すると言われている Mcl 欠損マウスにおいても肝転移の亢進が見られ、Dectin-2-Mcl 複合
体によるがん細胞の認識、排除機構が示唆された（Kimura Y et al, PNAS. 113:14097-14102, 
2016）。本研究から、CLRs はがん生細胞を認識し、排除する、がんに対する免疫監視と恒常性維
持に重要な役割を担っていることが示された。 
 
(3) 腸管における外来性分子と内在性分子の相互作用による恒常性維持及び破綻機構の解明 
本研究において、腸管の恒常性維持に関与する分子としてサーファクタントプロテイン（以下
SP-D）を同定し、SP-D 遺伝子欠損マウスで DSS 誘導性腸炎に対して脆弱性を示す知見が得られ
た。SP-D は腸管内で検出されるが、小腸・大腸を含む腸管組織での発現は見られず、消化器系
臓器では胆嚢のみに特異的に発現していた。実際、総胆管結紮を行うと腸管内の SP-D は検出で
きなくなり、腸管内に存在する SP-D は胆嚢から分泌されることが明らかになった。SP-D が抗菌
ペプチドであることから、腸内細菌叢への影響を検討するため 16SrRNA 解析を行ったところ、
SP-D 欠損マウスでは野生型マウスと比較し、細菌叢の多様性が低下し、Lactobacillus murinus

図 3 C 型レクチン受容体による臓器特異的ながんの認識・
排除機構の解析 肝臓のクッパー細胞における Dectin-2
は MCL と協調し、がん細胞を貪食することで排除を行う。
クッパー細胞（左図；赤）が、がん細胞（中央；緑）を貪
食している（右図；重ね合わせ）。 

図２ HMGB1 遺伝子欠損 B16F10 細胞の皮下増殖と腫瘍中の
免疫担当細胞の解析 HMGB1 遺伝子を持つ B16F10 細胞およ
び HMGB1 遺伝子欠損（HMGB1 KO）B16F10 細胞をそれぞれマ
ウスの皮下に接種し、増殖を検討した（左図）。接種後 15日
目のがん組織中の免疫担当細胞群についてフローサイトメ
ーターによる解析を行なった。（右図）。 
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（以下、L. murinus）など数種類の細菌種の増加とクロストリジウム 4群, 14a 群に属する複数
の細菌種の減少を認めた。実際、SP-D 欠損マウスの腸内細菌を無菌マウスに定着させたところ、
野生型ウス腸内細菌を定着させたマウスに比較し DSS 誘導性腸炎の感受性が高くなることから、
SP-D 欠損により dysbiosis が起きることが示された。野生型マウスの腸内細菌には、SP-D に結
合する細菌が数%の割合で存在することがフローサイトメトリー解析で確認され、この SP-D 結
合細菌を採取し 16SrRNA 解析を行ったところ、10種類の腸内細菌種が判明した。SP-D 欠損マウ
スで有意に増加していた L. murinus もそこに含まれていた。In vitro でリコンビナント SP-D
により L. murinus の増殖が抑制されることから、少なくとも胆嚢から分泌される SP-D による
L. murinus の増殖抑制が、腸内細菌叢の制御機構の一つであることを突き止めた。一方、胆嚢
上皮細胞における SP-D の発現メカニズムに関して検討したところ、グルココルチコイド(GC)の
添加により SP-D 遺伝子発現が誘導されることがわかった。大腸炎に罹患しているマウスでは、
肝での GC合成亢進により胆汁中への GC 分泌が高まり、胆嚢上皮の SP-D 産生が亢進することを
突き止め、生体で肝-胆-腸内細菌を基軸とした SP-D を介する調節機構が存在することを明らか
にした。一連の結果は、胆嚢と腸官との「免疫クロストーク」ともいえる今迄にない臓器間の連
携を見いだしたものであり、胆嚢除去手術等を含め臨床的にも示唆に富む結果と考えられる
（Sarashina H, et al, PNAS. 114:10178-10183, 2017）。 
 
(4) 免疫系を調節する新規自己由来分子の同定とそのシグナル伝達経路、病態発症機構の解明 
我々が独自に取得した低分子化合物 IMF001 の作用機序について、結合タンパク情報を主軸とし、
IMF001 誘導遺伝子などの情報を元に標的分子の絞り込みを行った。siRNA によって TLR シグナ
ルへの関与を検証した結果、TLR シグナルに関わる新規分子を複数見出した。TLR シグナルの制
御機構に新たな知見を提供できると考えている。もう一つの低分子化合物である IMF002（KN69）
について、この化合物がマウスモデルで自己免疫疾患の病態を抑制できることを見出したため、
さらに化合物に結合する内在性の RNA を網羅的に同定したところ、それらの中から自己免疫疾
患患者の血清中で、病気の程度と相関して増加する RNA として、U11snRNA という低分子 RNA を
同定した（Negishi H, et al, PNAS. 116: 23653-23661, 2019）。興味深いことに、この U11snRNA
はこれまで知られていた自己に由来する RNA と比較し、RNA 受容体に対する強いリガンド活性を
有することが判明した。また、U11snRNA の強いリガンド活性のメカニズムを解明し、その原理
を元に、RNA 受容体を強力に活性化するアゴニスト、および抑制アンタゴニストの作成にもそれ
ぞれ成功した。本成果から、RNA を認識する自然免疫受容体が関与する種々の疾患の発症や増悪
のメカニズム解明に繋がることが期待される。また、KN69 やアンタゴニストは疾患の治療薬と
して、アゴニストは感染症やがんに対するワクチンの効果を高めるアジュバントとして有用で
ある可能性が示唆された。更に化合物 IMF003（SINCRO）については、自然免疫受容体である STING
に依存的なシグナル経路を活性化することで、I型 IFN 応答を活性化し、抗腫瘍作用を示すこと
を明らかにした（Kimura Y, et al, Cancer Sci. 109: 2687-2696, 2018）。 
 
一連の解析から、免疫応答の制御に関与する自己由来分子が複数同定され、それらが疾患病態

とも密接に関与することも明らかとなった。本研究において、免疫応答、恒常性維持機構の制御
に関わる DAMP バイオロジーの解明、および疾患の治療応用に向けた研究基盤を構築した。 
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Wang, H., Yang, X. F.
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2016年

2016年

2016年

2016年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

10.1038/ni.3389.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
T cell-intrinsic ASC critically prootes Th17-mediated experimental autoimmune
encephalomyelitis.

Nat. Immunol. 583-592

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
Martin, B. N. , et al. 17

 １．著者名

10.1016/j.cyto.2016.03.007.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Cross reactivity of S. aureus to murine cytokine assays: A source of discrepancy.

Cytokine 101-108

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
Javed, N., Xue, G., Lu, A., Xing, Y., Iwakura, Y., Xiao, H., Lecoeur, H., Spath, G. F., and
Meng, G.

81
 １．著者名

10.1371/journal.pone.0151252.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Immune complexes indirectly suppress the generation of Th17 responses in vivo.

PLoS One e0151252(1-15)

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 １．著者名  ４．巻
Ciraci, C., Janczy, J. R., Jain, N., Haasken, S., Pecli, E. Silva, C., Benjamim, C. F., Sadler,
J. J., Olivier. A. K., Iwakura, Y., Shayakhmetov, D. M., Sutterwala, F. S.,  and Cassel, S. L.

11

10.1038/ncomms10928

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
IL-17-producing γδ T cells enhance bone regeneration.

Nat. Commun. 10928

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Ono, T., Okamoto, K., Nakashima, T., Nitta, T., Hori, S., Iwakura, Y., and Takayanagi H. 7

 １．著者名



2016年

〔学会発表〕　計83件（うち招待講演　64件／うち国際学会　46件）

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第32回阪大医療組織工学フォーラム（招待講演）

札幌国際がんシンポジウム（第37回）（招待講演）（国際学会）

CSHA, Frontiers of Immunology in Health & Disease（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

谷口維紹

谷口維紹

谷口維紹

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

死細胞由来分子による炎症応答とがんの進展及びその制御法の開発

Therapeutic implications for the role of HMGB1 and other DAMPs in cancer and other diseases

HMGB1 and other DAMPs in the regulation of inflammation and tumor immune microenvironment

10.1016/j.brainres.2016.03.030. .

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Expression of receptor protein tyrosine phosphatase δ, PTPδ, in mouse central nervous system.

Brain Res. 244-254

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Shishikura, M., Nakamura, F., Yamashita, N., Uetani, N., Iwakura, Y., and Goshima, Y. 1642

 １．著者名



2018年

2018年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Open Symposium,  Croucher Summer Course 2018, Univ of Hong Kong（招待講演）（国際学会）

第77回日本癌学会学術総会, The 77th Annual Meeting of the Japanese Cancer Association（招待講演）

第221回日本皮膚科学会熊本地方会（招待講演）

ノバルティスTAPの会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

谷口維紹

谷口維紹

岩倉洋一郎

岩倉洋一郎

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

HMGB1による炎症とがんの微小環境の制御及び治療法の開発

炎症性疾患発症におけるIL－17の役割

炎症性疾患および免疫系の恒常性維持におけるIL－17の役割

HMGB1 and other DAMPS in the regulation of inflammatory diseases and tumor immune microenvironment: Therapeutic implications



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本生物学研究所セミナー（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本骨代謝学会 学会合同シンポジウム（招待講演）

日本炎症再生医学会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

岩倉洋一郎

岩倉洋一郎

岩倉洋一郎

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

炎症性疾患発症におけるIL－17の役割

腸管免疫の恒常性維持におけるC型レクチンおよびIL－17Fの役割

炎症性疾患および免疫系の恒常性維持におけるIL－17の役割

Immune and Bone Metabolic Abnormalities in Dcir-deficient Mice.

 １．発表者名

 １．発表者名
岩倉洋一郎

乾癬エキスパートミーティング in 関東甲信越（招待講演）



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第26回日本臨床環境医学会（招待講演）

埼玉IL－17Aフォーラム（招待講演）

岩倉洋一郎

岩倉洋一郎

Tadatsugu Taniguchi

Tadatsugu Taniguchi

2017 Seoul Forum（招待講演）（国際学会）

Consortium of Biological Sciences 2017（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

食品の腸内環境に及ぼす影響と疾病との関連

炎症応答におけるIL－17の役割

Role of HMGB1 in inflammation and immunity; implication in transplantation

Virtue and vice of the immune system: Self-derived molecules and molecular mechanisms that underlie the regulation of
inflammation and cancer.

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2017 SAB Meeting of Tsinghua Institute for Immunology（招待講演）（国際学会）

International Cytokine Interferon Society Meeting (ICIS)（招待講演）（国際学会）

The End of the Beginning, Symposium of Molecular Biology Zurich（招待講演）（国際学会）

2017 Changchun Forum on Research of Immunology and Disease（招待講演）（国際学会）

Tadatsugu Taniguchi

Tadatsugu Taniguchi

Tadatsugu Taniguchi

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Tadatsugu Taniguchi

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

From Type I IFN to HMGB1 and other DAMP molecules: Regulators of immunity, inflammation and cancer.

From Qβ to another phage: Regulation of intestinal inflammation by a new bacteriophage.

DAMPs, inflammation and cancer.
 ２．発表標題

Regulation of inflammation and tumor growth by DAMPs.

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Cytokine Interferon Society Meeting (ICIS)（招待講演）（国際学会）

International Symposium of the Center for Animal Disease Models 2017（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Yoichiro Iwakura

Tadatsugu Taniguchi

Tadatsugu Taniguchi

Yoichiro Iwakura

Immuno-Oncology Summit 2017（招待講演）（国際学会）

Cancer, Inflammation, and Immunity（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

The role of Dectin-1-IL-17F axis in the homeostasis of the intestinal immune system. Inner Cosmos of the Body-Immunity,
Tumors and Inflammation-

Innate immune receptors in the regulation of tumor immunity.

HMGB1 and other DAMPs in the regulation of inflammation and cancer.

The role of Dectin-1-IL-17F axis in the homeostasis of the intestinal immune system.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

18th International Congress of Mucosal Immunity (ICMI2017)（招待講演）（国際学会）

Joint EULAR-APLAR session, EULAR（招待講演）（国際学会）

Yoichiro Iwakura

Yoichiro Iwakura

Yoichiro Iwakura

Tadatsugu Taniguchi

BI/Kyoto University Symposium（招待講演）（国際学会）

International Symposium on Advanced Immunology（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Dectins and IBD Fungi/Dectins and mucosal immunity

Novel animal models in arthritis Novel Animal Models in Rheumatoid Arthritis

Roles of C-type lectins in the immune system

Regulation of inflammatory responses by self and non-self molecule

 １．発表者名



2016年

2017年

2016年

2016年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 3rd Symposium Max Planck-The University of Tokyo Center for Integrative Inflammology（国際学会）

Sanofi China Academy of Medical Science (CAMS) Symposium on Innovative Medicine（招待講演）（国際学会）

10th International Congress on Autoimmunity（招待講演）（国際学会）

21st Hong Kong Medical Forum（招待講演）（国際学会）

Tadatsugu Taniguchi

Kazuhiko Yamamoto

Kazuhiko Yamamoto

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Tadatsugu Taniguchi

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

DAMPs, Inflammation and Associated Diseases; The End of the Beginning?

NOVEL THERAPEUTIC TARGETS IN AUTOIMMUNITY - TGF-beta3 AS A NOVEL  TARGET OF  IMMUNOTHERAPY

Diagnosis and treatment of rheumatoid arthritis
 ２．発表標題

Regulation of intestinal inflammation by SP-D

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Congress of Immunology (ICI) 2016（国際学会）

International Congress of Immunology (ICI) 2016（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Aoi Akitsu, Yoichiro Iwakura.

Kazuhiko Yamamoto

Aoi Akitsu, Yoichiro Iwakura.

Ce Tang, Tomonori Kamina, Yoichiro Iwakura.

the 18th Asia Pacific League of Associations for Rheumatology Congress (APLAR )（招待講演）（国際学会）

4th Annual Meeting of the International Cytokine & Interferon Society (ICIS).（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

IL-1 receptor antagonist-deficient mice develop autoimmune arthritis due to intrinsic activation of IL-17-producing CCR2+Vγ
6+γδ T cells.

Genomics and functional genomics of rheumatoid arthritis

Identification of novel IL-17-producing T cell populations, γδ TCR-CD4-CD8- cells, in TCRd -deficient mice.

Inhibition of Dectin-1 signaling ameliorates colitis by inducing Lactobacillusmediated regulatory T cell expansion in the
intestine.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

9th International Conference on Complement Therapeutics. Rhodes, Greece.（国際学会）

第45回日本免疫学会学術集会

Masanori A. Murayama, Kenzo Matsuo, Kaori Yoshida, Nanako Katagiri, Yoichiro Iwakura.

唐策、濱田有史、岩倉洋一郎

村山正承、岩倉洋一郎

矢部力朗、海部知則、丸橋拓海、西城忍、舘野浩章、平林淳、岩倉洋一郎

第3回日本リウマチ学会ベーシックリサーチカンファレンス．

第35回日本糖質年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Complement regulator CTRP6 and inflammatory diseases.

A novel role of Dectin-1 signaling in controlling food antigen-induced mouse intestinal allergy

補体制御因子CTRP6と炎症性疾患

DCIR－糖鎖間相互作用による骨代謝制御機構.

 １．発表者名



2016年

2016年

2017年

2016年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第81回日本インターフェロン・サイトカイン学会学術集会

第26回Kyoto T cells conference.

Glyco-Immunology 2017糖鎖免疫研究会（招待講演）

Korean Society for Biochemistry and Molecular Biology (KSBMB) International Conference 2016（招待講演）（国際学会）

秋津葵、 岩倉洋一郎

唐策、岩倉洋一郎

Yoichiro Iwakura

 ２．発表標題

 ２．発表標題

村山正承、松尾謙蔵、吉田佳織、片桐菜々子、岩倉洋一郎

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

IL-1Ra KOマウスにおける胸腺T細胞分化の解析

炎症性腸疾患と食物アレルギーの病態制御におけるDectin-1と短鎖βグルカンの役割の解析

The role of C-type lectin receptors in the homeostasis of the intestinal immune system.
 ２．発表標題

補体制御因子CTRP6と炎症性疾患

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第６０回日本リウマチ学会総会学術集会（招待講演）

御茶ノ水乾癬勉強会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

岩倉洋一郎

Yoichiro Iwakura

Yoichiro Iwakura

岩倉洋一郎

National Defense Medical Center (Sponsored by Prof. Ann Chen)（招待講演）（国際学会）

Genomics Research Center Seminar Series（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

自己免疫疾患と感染防御におけるIL－17ファミリーの役割

The role of C-type lectin receptors in the homeostasis of the intestinal immune system.

Roles of C-type lectins in host defense against pathogens and homeostasis of the immune system.

シンポジウム17「リウマチ性疾患における自己免疫と自然免疫」

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

皮膚科学会モーニングセミナー（招待講演）

四国４大学皮膚科研究会（招待講演）

岩倉洋一郎

岩倉洋一郎

岩倉洋一郎

岩倉洋一郎

Psoriasis and IL-17A Forum 2016 in Kyushu（招待講演）

東海大学医学部講演会（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

炎症および感染防御におけるIL－17AとIL－17Fの役割

自己免疫疾患と感染防御におけるIL－17ファミリーの役割

自己免疫疾患と感染防御におけるIL－17ファミリーの役割

短鎖βグルカンによる腸内細菌を介した免疫制御

 １．発表者名



2016年

2016年

2016年

2016年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本臨床免疫学会シンポジウム１（招待講演）

日本医真菌学会教育講演３（招待講演）

自治医科大学大学院特別講義（医学研究科教育委員会主催）（招待講演）

バイオジャパン（招待講演）

岩倉洋一郎

岩倉洋一郎

岩倉洋一郎

 ２．発表標題

 ２．発表標題

岩倉洋一郎

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

自然免疫受容体を介した真菌の認識と免疫系の修飾

疾患モデルを用いた自己免疫および感染防御機構の解析と創薬への展開

低分子βグルカンによる腸管炎症抑制
 ２．発表標題

短鎖βグルカンによる腸管免疫恒常性の維持

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2017年

2017年

2015年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第１回千葉プロバイオティックス学術セミナー（招待講演）

9th Symposium Progress Towards Individualized Cancer Therapeutics（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Tadatsugu Taniguchi

Yoichiro Iwakura

岩倉洋一郎

岩倉洋一郎

日本研究皮膚科学会第41回年次学術大会（招待講演）

第40回皮膚脈管・膠原病研究会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Regulation of anti-tumor immune innate immune responses: implications to cancer therapeutics
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